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東
京
都
医
師
会
は
５
月
11
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
５
月
の
連
休
中
に
人
流
を
抑

え
ら
れ
た
こ
と
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
新
規
感
染
者
数
増
加
の
歯

止
め
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
て

感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化
な

ど
に
つ
い
て
見
解
を
示
し
た
。

尾
﨑
治
夫
会
長
は
「
５
月
の
連

休
中
の
繁
華
街
に
お
け
る
滞
留
人

口
は
、
１
月
の
緊
急
事
態
宣
言
時

と
比
べ
て
３
割
減
、

宣
言
前
と
比
べ
て
４

割
減
に
な
っ
た
。
そ

し
て
７
割
近
い
人
が

自
宅
あ
る
い
は
自
宅

近
く
で
過
ご
し
て
お

り
、
都
民
の
協
力
で

人
流
を
抑
え
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
。
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
は
回

復
後
の
患
者
を
受
け

入
れ
る
後
方
支
援
病

院
や
老
人
保
健
施
設
、
宿
泊
療
養

の
受
け
入
れ
体
制
を
充
実
さ
せ
た

ほ
か
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
が

24
時
間
体
制
で
自
宅
療
養
者
を
見

守
る
体
制
を
整
え
た
こ
と
で
、
第

３
波
の
時
と
比
べ
る
と
流
れ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
る
」と
語
り
、

宣
言
の
延
長
で
引
き
続
き
新
規
感

染
者
の
急
増
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
に
強
化
し
て
き
た
医
療
提
供

体
制
で
第
４
波
を
乗
り
切
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
示

し
た
。

ま
た
、「
高
齢
者
が
外
出
の
自

粛
な
ど
を
続
け
て
い
る
影
響
で
フ

レ
イ
ル
や
認
知
症
が
増
え
て
き
て

い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め

ば
徐
々
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
７
月
末
ま
で
の
完
了
を
目
指

し
て
、
地
区
医
師
会
な
ど
と
協
力

し
て
接
種
体
制
を
更
に
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
国
に
対
し
て
は
変
異
株
対
策

と
し
て
水
際
対
策
を
徹
底
す
る
よ

う
求
め
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
は
「
２
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
時
よ
り
も
か
な

り
人
流
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
１

週
間
後
に
は
１
日
あ
た
り
の
新
規

感
染
者
数
が
減
っ
て
く
る
の
で
は

と
い
う
期
待
が
持
て
る
。
感
染
力

が
強
く
、
重
症
化
率
が
高
い
変
異

株
の
影
響
な
ど
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
感
染
者
数
が
急
増
し

な
け
れ
ば
医
療
機
関
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
た
。

⻆
田
徹
副
会
長
は
「
７
月
末
ま

で
の
高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了

は
実
現
不
可
能
で
は
な
い
。
ま
ず

医
療
従
事
者
等
の
優
先
接
種
を
完

了
さ
せ
、
医
療
関
係
者
等
が
感
染

を
心
配
す
る
こ
と
な
く
高
齢
者
へ

の
接
種
に
専
念
で
き
る
環
境
を
作

り
た
い
。
そ
し
て
地
区
医
師
会
と

行
政
が
十
分
に
協
議
を
重
ね
、
集

団
接
種
に
加
え
て
か
か
り
つ
け
医

に
よ
る
個
別
接
種
を
拡
充
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
な
ど
接
種
対
象
者
に
対

し
、
疑
問
や
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る

こ
と
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
基

本
的
な
感
染
予
防
対
策
を
継
続
す

る
こ
と
な
ど
を
呼
び
掛
け
た
。

平
川
博
之
副
会
長
は
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
重
要
性
を
強
調
し
、「
身

体
的
に
問
題
が
な
け
れ
ば
ぜ
ひ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

第
４
波
を
乗
り
切
る
た
め
に
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の

「
第
４
波
」
が
襲
来
し
、
４
月
25

日
に
は
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
、

兵
庫
の
４
都
府
県
に
３
度
目
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。
こ

の
「
第
４
波
」
は
、
英
国
、
南
ア

フ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
株
な
ど
の
変
異
株
の
影
響
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
厚
生
労

働
省
の
発
表
で
も
、
こ
れ
ら
の
変

異
株
は
従
来
株
よ
り
も
感
染
し

や
す
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
よ
っ
て
な

ぜ
感
染
し
や
す
く
な
る
の
か
？ 

ウ
イ
ル
ス
の
変
異
は
、
生
物
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
遺
伝
情
報
が
書
き
換
わ
る
こ

と
で
起
こ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
性
質

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
ウ

イ
ル
ス
の
表
面
の
突
起
を
形
成
す

る
タ
ン
パ
ク
質
（
Ｓ
タ
ン
パ
ク
）

は
ヒ
ト
の
細
胞
表
面
に
あ
る
分
子

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
）
と
結
合
し
、

そ
の
後
細
胞
へ
侵
入
し
て
感
染
が

起
き
る
の
で
、
Ｓ
タ
ン
パ
ク
は
感

染
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
Ｎ
５

０
１
Ｙ
」
と
い
う
変
異
は
、
こ
の

Ｓ
タ
ン
パ
ク
の
変
異
で
あ
り
、
こ

の
変
異
に
よ
っ
て
感
染
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
試
験

管
内
の
実
験
結
果
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

今
回
の
変
異
株
の
出
現
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
も
変
化
を
起
こ
し
て

い
る
よ
う
で
、
実
際
、
ゲ
ノ
ム
解

析
に
よ
る
全
国
の
変
異
株
確
定
感

染
者
を
年
代
別
に
見
て
も
、
10
代

と
10
歳
未
満
の
感
染
率
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
小
児
科
学
会

か
ら
発
表
さ
れ
た
「
子
ど
も
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の

感
染
に
つ
い
て
」
に
は
、
変
異
株

に
よ
る
感
染
が
、
特
に
子
ど
も
に

多
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
成
人

と
子
ど
も
の
感
染
者
の
割
合
は
変

異
株
の
出
現
し
た
前
後
で
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
変
異

株
が
子
ど
も
に
感
染
し
た
場
合
で

も
感
染
者
の
多
く
が
無
症
状
か
ら

軽
症
で
、
既
存
株
で
も
変
異
株
で

も
そ
の
違
い
は
な
い
こ
と
、
頻
度

の
高
い
症
状
と
し
て
は
、
発
熱
、

せ
き
、
鼻
水
、
下
痢
、
頭
痛
な
ど

で
あ
り
、
変
異
株
が
子
ど
も
に
よ

り
重
い
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
を
示
す
証
拠
は
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
示
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
感
染
力
が
強
い
変
異

株
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
感
染

す
る
こ
と
で
、
感
染
を
拡
大
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
学
校
で

は
厳
密
な
３
密
回
避
や
手
洗
い
、

う
が
い
な
ど
の
予
防
対
策
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
家
庭
内
で
の
親
か

ら
子
ど
も
へ
の
感
染
リ
ス
ク
も
数

段
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
父

母
へ
の
教
育
も
今
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
の
対
策
に
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

 

（
弘
瀨
知
江
子
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
で
新
し

い
段
階
に
入
っ
た
。ウ
イ
ル
ス
か
ら
子
ど
も
を
守
る
対
策
を
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

変
異
株
出
現
に
よ
る

新
型コロ
ナ
ウ
イルス
に
対
す
る

学
校
で
の
対
策
は
？

地区医師会長
連絡協議会報告

令和3年5月21日（金）

よ
り
２
倍
以
上
の
感
染
力
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
の
う
ち
に

実
効
再
生
産
数
を
下
げ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
医
療
提
供
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
な
る
べ
く
早
く
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

医
療
従
事
者
向
け
接
種
を
推
進

す
る
た
め
の
東
京
都
の
予
約
シ
ス

テ
ム
の
活
用
、
高
齢
者
向
け
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
徹
底
を
目
指
し
た
本

会
の
方
針
や
東
京
都
の
支
援
事

業
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
見
込
み
、

東
京
都
医
師
会
員
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。

（
２
）
東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
備
え
た
医
療

提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、入
院
や
宿
泊
療
養
・

自
宅
療
養
の
患
者
対
応
方
針
な
ど

を
ま
と
め
た
「
患
者
急
増
時
の
緊

急
的
な
患
者
対
応
方
針
」
を

国
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
判

断
基
準
（
入
院
／
療
養
判
断

フ
ロ
ー
）
や
搬
送
体
制
等
に

つ
い
て
見
直
し
、
関
係
機
関

等
と
協
議
の
上
、
５
月
末
ま

で
に
体
制
整
備
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

（
３
）
自
宅
療
養
者
等
に
係

る
酸
素
濃
縮
装
置
活
用
に
向

け
た
意
向
調
査
の
実
施
に
つ

い
て

（
４
）
在
宅
難
病
患
者
訪
問

診
療
事
業
第
４
四
半
期
地
区

医
師
会
別
実
施
状
況
に
つ
い

て◎
地
区
医
師
会
か
ら
の

報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
練
馬
区
モ
デ
ル
の
う
ち
個
別
接

種
の
構
築
に
つ
い
て

 

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

　

会
に
先
立
ち
、
逝
去
さ
れ
た
奥

村
秀
小
平
市
医
師
会
長
に
哀
悼
の

意
を
表
し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

猪
口
正
孝
副
会
長
は
挨
拶
の
中

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
触
れ
「
Ｎ
５
０
１
Ｙ
変
異

株
の
感
染
力
が
強
く
、
人
流
が

戻
っ
て
き
て
い
る
の
で
感
染
者
数

が
高
止
ま
り
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
株
は
従
来
株
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かけ直し依頼 25 36 -11 （-30.6%） 0.0% 0.0% 0.3 
その他 （苦情） 1 0 1 （0.0%） 0.0% 0.0% 0.0 

応答率（※2） 97.1% 96.4% 0.8ポイント

［令和3年1月1日〜令和3年3月31日］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　開設以来、救急相談センター業務の質向上を目指した情報共有と課題抽出を目的に、毎月
1回関連職種の代表で構成される合同カンファレンスが行われています。最近では、昨年末
以降に設置された東京都発熱相談センターや自宅療養者フォローアップセンターならびにワク
チン相談センターのそれぞれの運用体制を共有し、円滑な相談体制の構築を図っています。
　その月々の検討の中で、受付件数が昨年同時期に比して減少していることがわかりました。
中でも看護師への相談ではなく、医療機関案内のみを要望する相談者数は約40%も減少し
ています。看護師への相談件数も減少していますが、特筆すべきは相談後の緊急度が高い
傾向を示している点です。これらのことは、緊急性があまり高くないと自己判断している人た
ちが、受療や相談を控えた結果を示している可能性があります。
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の収束が見えず、受療を控える人が増えているこ
とが示唆される中で、引き続き相談者の緊急度に応じた適時の受療を支援するために、皆様
方の一層のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

東京消防庁救急相談センター
受付件数減少と受療控え
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調
布
市
の
名
所
と
い
え
ば
深

大
寺
と
新
選
組
の
近
藤
勇
の
生

家
、
映
画
の
セ
ッ
ト
（
日
活
調

布
撮
影
所
、
角
川
大
映
ス
タ
ジ

オ
）、
調
布
飛
行
場
な
ど
が
市

内
で
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は

新
選
組
局
長
近
藤
勇
の
史
跡
を

散
歩
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
住
所
は
調
布
市
野
水
１

─

６

─

８
。
ア
ク
セ
ス
は
三
鷹

駅
か
ら
バ
ス
で
約
15
分
、
野
川

公
園
入
口
で
下
車
す
る
と
バ
ス

停
の
目
の
前
に
近
藤
勇
の
生
家

跡
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
そ
の

知
名
度
と
は
裏
腹
に
、
近
藤
勇

産
湯
井
戸
、
近
藤
勇
神
社
が
こ

ぢ
ん
ま
り
と
約
30
平
米
の
広
さ

に
あ
る
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

近
藤
勇
は
１
８
３
４
年
に
富

農
宮
川
家
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
、
幼
名
は
宮
川
勝
五
郎
。
15

歳
で
剣
術
、
天
然
理
心
流
の
近

藤
周
助
に
入
門
し
た
の
ち
に
、

そ
の
養
子
と
な
り
近
藤
勇
に
改

名
し
ま
し
た
。
１
８
６
３
年
、

14
代
将
軍
徳
川
家
茂
が
上
洛
す

る
際
に
結
成
さ
れ
た
警
護
役
の

浪
士
組
に
参
加
し
京
都
へ
行

き
、そ
の
後
は
芹
沢
鴨
の
暗
殺
、

池
田
屋
事
件
、
禁
門
の
変
…
を

経
て
幕
臣
へ
取
り
立
て
ら
れ
旗

本
格
へ
。
時
代
背
景
も
相
ま
っ

て
昇
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
鳥

羽
伏
見
の
戦
い
後
に
幕
府
軍
が

劣
勢
と
な
り
、
１
８
６
８
年
に

新
政
府
軍
に
よ
り
現
在
の
板
橋

区
で
捕
縛
さ
れ
、
板
橋
刑
場
で

斬
首
、
享
年
35
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
電
話

診
療
な
ど
新
し
い
時
代
の
流
れ

を
感
じ
る
昨
今
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
、
皆
様
の
日
々
の
診
療

が
よ
り
良
い
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。

 

（
調
布
市
医
師
会
・
畑 

英
行
）

159東
京
都
は
、
新
た
に
病
床
配
分

を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
対
し
て

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議（
以
下
、

調
整
会
議
）
に
出
席
し
、
病
床
の

整
備
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
、
協
議
し
た
結
果
を
東
京
都

医
療
審
議
会
に
報
告
し
、
病
床
配

分
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
申
請
者

に
は
、
調
整
会
議
に
説
明
資
料
を

提
出
す
る
前
に
、
地
区
医
師
会
に

も
説
明
資
料
に
基
づ
き
計
画
の
説

明
を
行
い
調
整
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。

八
王
子
市
の
属
す
る
南
多
摩
医

療
圏
で
は
、
平
成
31
年
３
月
の
病

床
配
分
に
伴
う
調
整
会
議
が
平
成

30
年
11
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
市
内
の
某
病
院
か
ら
慢
性
期

機
能
で
あ
る
療
養
病
床
の
２
０

０
％
を
超
え
る
大
幅
な
増
床
が
申

請
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
医
師

会
に
事
前
の
説
明
も
な
く
提
出
さ

れ
、
他
医
療
機
関
に
比
べ
突
出
し

て
大
き
い
増
床
計
画
で
し
た
。
厚

労
省
の
示
す
地
域
医
療
構
想
の
進

め
方
に
は
、「
新
た
に
整
備
さ
れ

る
病
床
が
担
う
予
定
の
病
床
の
機

能
と
当
該
構
想
区
域
の
病
床
の
機

能
区
分
ご
と
の
将
来
の
病
床
数
の

必
要
量
と
の
関
係
性
、
当
該
医
療

機
能
を
担
う
上
で
の
、
雇
用
計
画

や
設
備
整
備
計
画
の
妥
当
性
等
に

つ
い
て
説
明
す
る
よ
う
求
め
る
こ

と
。」
と
あ
り
ま
す
。

東
京
都
保
健
医
療
計
画
（
平
成

30
年
改
訂
、南
多
摩
保
健
医
療
圏
）

に
よ
る
と
、
八
王
子
市
の
２
０
２

５
年
の
慢
性
期
機
能
病
床
数
必
要

量
は
４
３
９
１
床
で
す
が
、
市
の

２
０
１
７
年
７
月
の
現
状
の
慢
性

期
機
能
病
床
数
は
４
６
３
０
床
で

あ
り
、
既
に
２
３
９
床
過
剰
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
市
全
体
で
の

療
養
病
床
の
稼
働
率
が
下
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
の
大
幅
な
増
床

は
、
既
存
の
病
院
の
経
営
を
圧
迫

す
る
可
能
性
が
強
く
、
更
に
看
護

師
、
看
護
助
手
、
薬
剤
師
な
ど
の

新
規
大
量
採
用
は
市
内
、
近
隣
で

の
医
療
従
事
者
の
雇
用
に
混
乱
を

生
じ
、
医
療
資
源
の
ひ
っ
迫
を
招

き
、
地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
き
か

ね
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
医
師
会
は
都
に
調

整
会
議
八
王
子
分
科
会
の
開
催
を

要
請
し
、
当
該
病
院
に
当
医
師
会

の
意
見
を
伝
え
、
強
く
計
画
の
修

正
を
促
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
新
病
院
の
最
大
病
床
数
の
25
％

の
削
減
」「
運
用
は
徐
々
に
開
始

す
る
」「
市
お
よ
び
近
隣
自
治
体

で
の
職
員
の
採
用
は
行
わ
な
い
」

「
事
業
形
態
な
ど
の
変
更
を
す
る

際
は
、
計
画
当
初
か
ら
医
師
会
と

相
談
を
す
る
」
な
ど
の
確
約
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

当
該
医
療
機
関
は
医
師
会
に
所
属

し
、
近
隣
医
療
機
関
と
の
問
題
も

な
く
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
後
に
、
都
は
医
療
圏

で
の
調
整
会
議
の
前
に
市
レ
ベ
ル

で
の
分
科
会
の
開
催
を
求
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
医
師
会

は
、
病
床
配
分
に
当
た
り
地
区
全

体
の
医
療
需
給
に
見
合
っ
た
調
整

を
行
う
た
め
に
、
調
整
会
議
分
科

会
を
活
用
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

分
科
会
の
活
用

 

八
王
子
市
医
師
会
長
　
石
塚
太
一

趣 味 の 散 歩

調布の史跡で思う
栄枯盛衰

近藤勇の生家跡

　

こ
の
感
染
症
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
定
通
り
に
進
ん
で
い
な

い
こ
と
に
対
す
る
不
満
や
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
発
出
に
関
し

て
も
賛
否
両
論
が
聞
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
命
は
最
も
尊

く
何
も
の
に
も
代
え
難
く
、
よ
り
良
い
と
思
わ
れ
る
苦
難
の
選
択

を
強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

本
書
は
新
興
感
染
症
の
医
療
に
長
け
た
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー（
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
）が
、
２
０
１
９
年
末
か
ら
気
味
の
悪
い
感
染

症
の
報
告
が
出
始
め
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
中
で
ま
と
め
ら
れ

発
行
さ
れ
た
。
横
浜
港
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
発
生
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー

に
対
し
、
実
際
に
船
に
乗
り
込
ん
で
治
療
に
あ
た
っ
た
経
験
か
ら

感
染
者
へ
の
対
処
に
始
ま
り
、
院
内
感
染
ゼ
ロ
を
続
け
る
医
療
体

制
の
確
保
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
知
見
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　

各
診
療
科
に
応
じ
た
体
制
づ
く
り
や
、
患
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
そ
の
時
々
で
の
応
対
や
考
え
方
な
ど
が
簡
潔
に
記
さ
れ
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
診
断
や
治
療
、
疫
学
の
み
で
は
な
く
、
こ

の
先
も
し
ば
ら
く
は
終
息
し
そ
う
に
な
い「
敵
」に
対
す
る
知
識

を
整
理
す
る
に
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

発
行
▼
南
江
堂　

価
格
▼
２
４
２
０
円（
税
込
）

目指せ 院内感染ゼロへ！
国立国際医療研究センター（NCGM）
新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）
対応マニュアル
国立国際医療研究センター 編集
大曲貴夫 責任編集

知ってますか？

抗体に光感受性物質を付加させた薬剤を静注
後、非熱性赤色光を照射しがん細胞を消滅さ
せる療法。破壊されたがん細胞破片が良質な
抗原となって周囲の免疫細胞を動員し、がん
細胞を攻撃し続けるという更なるメリットを
持つ。がん細胞の発現タンパク質に結合する
抗体にセツキシマブ、光 感 受性物質に
IRDye®700DXを用いて開発が進んでいる。日
本に2022年4月、世界初の「光免疫医学研究
所」が発足する。

光免疫療法（がんの第5の治療法）

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１
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吉田竜介豊島区医師会

　会話中に用いる言語は生き物であるから、時代や世代が変われば、

どんどん変化もするし通用もしなくなるだろう。これはこれで

しょうがない。

　大昔、母親に言われたが「今の若者は言葉が乱れている。美しい

日本語はきちんと残さなくてはいけない」と、自分の言葉遣いを注

意された。でもそれは詭弁であると当時から思っていた。美しい日

本語であるなら、古文の授業でなぜ昔の言語を「解読」しなければ物

語の意味が分からないのか？美しい日本語などと言うが、美しけれ

ば、なぜ意味が通じなくなるまで言語が変化して（させて）しまった

のか？まさに「いとおかし」であり、こちらの疑問の方が奥が深そう

である。結局言葉なんてどんどん変化するような性格を持ったもの

なのだと思わざるを得ない。

　しかしである。昔の言葉ならいざ知らず、現在会話をしていて意

味が通じないことがよくあるのだ。自分が時流に乗ってないだけな

のか？その意味不明の言葉とは「大丈夫です」である。最近、年配の

人も会話の中でよく意味不明に使うようになった感がある。

　患者さんに、「○○の薬も追加しましょうか？」と聞いた時に「大

丈夫です」と言われることがある。これは「いりません」の意味であ

るのはもちろん今の常識である。それは分かるのだが、で

も本来の返事の仕方は間違っている。質問に対する返事は

いるかいらないかなので、イエス、ノー、つまり「ハイ、

頂きます」か「イイエ、いりません」なのである。それが「大

丈夫です」との答えだと、実は会話の答えになっていない

のである。

　今では自分もこの返事にも慣らされたので「いらない、

不必要である」という拒否や否定の意味であると違和感を

持ちながらも理解はしている。

　今まで「大丈夫です」という言葉は、わりと肯定的な意味

で使うものだと思っていた。でもこれは「（処方しなくても）

大丈夫です」の省略形である。しかしながら「（処方しても）

大丈夫ですよ」という肯定の意味にも解釈できる。肯定文

の省略形ならいざ知らず、会話の中で否定の意味を省略し

て会話が成立することが過去この日本にあったのかと驚い

ている。

　まあ自分は言語学者でもない。しかも高校時代、現代国

語や古文の授業中はほとんど寝ていたので偉そうにのたま

える資格もない。でも言葉は生きているからしょうがない

のだ。

　大昔、外科研修医のころ、上の先生が手術した胃がんの

患者が、その数年後転移再発で入院した。その先生は転勤

してすでにいなかったので、当時手術に入っていた自分が

受け持ちになった。娘に病状を説明した時に「あの時の○

○先生からは『大丈夫』だって言われたのに、なぜこんなこ

とになるのか」とさんざん嫌味を言われた。でもその先生

が何について「大丈夫」と言ったのかは定かではない。結局、最後ま

でその娘から「『大丈夫』って言われたのに騙された」と顔を合わせ

るたびに自分は文句を言われたのである。堪らない。

　この時から「大丈夫」という言葉は100%未来を保証できる場合以

外では絶対に使ってはいけない言葉なのだと強烈に叩きこまれたの

である。以来、自分は患者さんを安心させる手立てとしての「大丈夫」

という言葉は一回も使っていない。この時の刷り込みでこの言葉は

トラウマなのである。

　そんな理由からか最近の会話の中で頻出する意味不明な「大丈夫

です」を聞くたび、いわゆるアレルギー反応を起こしているのである。

　時々、診察中の患者さんに対して「え、なに大丈夫？…ってハイ、

イイエのどっちなんだよ、はっきり返事しろよぉ～」と言いたくなっ

てしまうのだが、ぐっと飲み込んでいる。まあ、患者さんに対して

は突沸することなく、せいぜい「美しい日本語は守りましょう」程度

の気持ちにとどめておいているのだ。でもそうなると結局、大昔、

母親の詭弁と思った説教も、あながち間違いではないのかもしれ

ない。

� （豊島区医師会報�140号から抜粋）

大丈夫です
ふれあいポスト 各地区会報から

和紙工芸 濤図（なみず） 豊島区医師会  猪狩和子
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　「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
学
友
や
職
場
仲
間
と

の
人
間
関
係
を
保
つ
の
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
近
年
ビ
ー
ル
離
れ
が
話
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
世
代
前
の
人
に
比
べ
て
20

代
で
の
飲
酒
量
は
２
割
減
っ
て
い
て
、
酒
造
メ
ー

カ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
業
界
な
ど
が
時
短
要
請
さ
れ
、

働
く
者
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
て
い
る
。
３

密
を
避
け
る
た
め
、
仲
間
飲
み
す
る
機
会
は
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
部
屋
数
が
少
な
い
家

庭
で
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
で
余
計
な
音
が
入
る
こ
と

に
気
を
遣
い
、本
人
も
家
族
も
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
々
の
鬱
憤
を
和

ら
げ
幾
分
の
平
穏
さ
を
得
る
手
近
な
方
法
と
し
て

の
飲
酒
は
、
そ
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉Sober Curious

（
ソ
バ
ー

キ
ュ
リ
ア
ス
「
し
ら
ふ
好
み
」
と
い
う
訳
に
な
る

か
）、
お
酒
を
あ
え
て
飲
ま
な
い
、
少
量
し
か
飲
ま

な
い
暮
ら
し
方
、
新
た
な
生
活
習
慣
が
ク
ー
ル
と

い
わ
れ
て
い
る
。
身
体
的
な
健
康
志
向
の
み
で
は

な
く
、「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
い
っ
て
精
神
的

な
豊
か
さ
を
追
求
す
る
手
段
に
も
な
る
よ
う
だ
。

飲
酒
に
よ
る
気
分
の
乱
高
下
も
な
く
、
穏
や
か
で

鮮
明
な
思
考
で
い
ら
れ
る
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
古
く
か
ら
「
百
薬
の
長
」

と
い
わ
れ
る
飲
酒
は
活
気
や
高
揚
、
弛
緩
や
安
ら

ぎ
と
し
て
の
効
用
も
期
待
で
き
、
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
横
一
線
と
し
て
と
り
あ
え
ず
ビ
ー

ル
で
は
な
く
、
運
転
が
あ
る
か
ら
烏
龍
茶
！
の
注

文
も
平
気
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
各
人

バ
ラ
バ
ラ
で
纏
ま
り
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
は
困

る
が
、
各
々
の
多
様
性
を
認
め
る
寛
容
さ
は
有
り

難
い
。

 

（
石
井
一
平
）

無 声 拝 聴 Sober Curious
（ソバーキュリアス）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局
東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：https://www.imsj.or.jp/

日時▶7月15日（木） 18時30分～20時30分　　形式▶WEB講演
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）

司会▶伊藤公一（（公財）日本国際医学協会 常務理事）

〔第1部〕講演Ⅰ「甲状腺機能低下症と妊娠」吉原 愛（伊藤病院 内科医長）

講演Ⅱ「甲状腺癌治療戦略の最近～分子標的薬を導入して～」正木千恵（伊藤病院 外科医員）

〔第2部〕感想▶「SDGs（持続可能な開発目標）への取り組み」水野正人（ミズノ株式会社 

相談役会長）

申込方法▶右記QRコードまたは当協会ホームページを
ご覧ください。
視聴▶無料（当協会会員はオンデマンド視聴も可能）
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（CC：18、71）

第450回 国際治療談話会 例会
「最新の甲状腺疾患診療～内科と外科より～」

詳しい内容、申請方法等は当組合ホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保では組合員の健康保持増進のための
様々な保健事業を行っています。

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431（総務課）

○  特定健診・特定保健指導の実施（従業員や家族の自家健診が可能です。）
○  人間ドック受診結果（特定健診部分）のデータ提出への助成
○  乳房エコー検診費用の助成
○  脳血管健康診断（脳ドック）費用の助成
○  契約宿泊施設等の利用に際しての助成や優待

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　新型コロナウイルスの最初の報道から約1年半が経過した。こ
の間に少しずつ分かってきたこともあるが、ここでは歴史を振
り返りながらワクチン開発について述べてみる。
　被害の大きさが際立った「スペインかぜ」の流行は、第一次世
界大戦中の1918年3月に始まり約1年のスパンで3回の流行がみ
られ、世界人口の25～30%が罹患し、死亡者数は4,000万人（WHO）、
わが国では約2,300万人が罹患し、死亡者数は約38万人とされる
（内務省統計）。
　病原体が不明で有効な治療法もワクチンもなかった当時は、
患者の隔離、接触者の行動制限や個人の衛生管理と集会の禁止・
延期、学校を含む公共施設のしばしばの閉鎖など、人と人との
接触を減らす対策に頼るしかなかった。効果的な集会自粛の事
例として“セントルイスとフィラデルフィアの比較”がよく知ら
れ、早期に強力な集会自粛などを実行したセントルイスでは、
患者発生ピークがフィラデルフィアより2カ月ほど遅く、ピーク
時の死亡率も4分の1以下にとどまった。原因ウイルスや時代背
景は異なるが、これらの対策には感染伝播とそのピークに歯止
めをかけることに意味がある。
　一方、医療先進国の日本で、なぜ国産ワクチンの開発と実用
化が大きく遅れるのかが問われている。過去の予防接種による
集団訴訟などの影響でワクチン政策に及び腰になった影響もあ
るが、ワクチン開発は産官学の力を結集して取り組むべき『国家
の危機管理』の一つである。輸入ワクチンに頼っていては数量確
保の負担が重く、早期の集団免疫も獲得できない。
　国には有事に対応できるよう、平時からワクチン開発に必要
な基礎研究の推進と生産体制の整備や維持管理に、十分で安定
的な財政支援を行ってほしい。 （文責：萩原温久）

感染予防対策とワクチン
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　2020年度から東京医科歯科大学医学部附属病院長を拝命し、
同時に東京医科歯科大学医師会長を務めることになりました内
田信一と申します。
　昨年、病院長就任直前からコロナ禍に直撃され、この1年ほぼ
ずっとコロナ対策に時間を割いてきました。1年前は、ワクチン
の完成はまだずっと先だと思っていたので、実用化されたのは
良い方に予想が外れましたが、一方、感染状況においては、1年
経っても現在第4波が襲来し、しかも波を経るごとに患者数も増
え、3回目の緊急事態宣言がでている状況ですので、悪い方へ予
想（期待？）が外れているのが現状かと思います。波ごとに経験
を積んでいるはずが、なぜ対策がいつも後手後手なのか？患者
が少し減ってくると、すぐ制限を緩めるという政府の今までの
対策では、今後ワクチンが行き渡らなければ収束は見通せない
と思います。
　当院の話をすれば、この1年でコロナに対する体制はかなり整
いました。ハード面でまず行ったのは、PCR検査体制の整備で
した。当初は大学の強みを生かして基礎研究者の皆さんにもご
協力いただき、早くから自前で毎日100以上の検体を処理でき
る体制を構築し、職員には週1回のPCR検査を行うこともずっ
と続けてきました。さらに今では、変異株の同定や特定の変異
だけではなく、全ゲノムのシークエンスも短期間で行えます。
他にはコロナ外来の整備を進め、駐車場に外来棟を設置し、最
新のCTも配置して院内との動線を分けることができました。重
症用の病棟は、本来のICUをゾーニングして区切り、現在12床

を用意しており、累計の重症患者受け入れ数では都内トップク
ラスだと思います。
　ただいくらハードを整えても、やはりその運用をするのは人
です。よって、職員が長いコロナとの戦いの中で疲弊しないよ
うに、危険手当、食事や宿泊の手配、休憩室の整備、PCR検査、
メンタルサポート等々、物心両面で支えてきたつもりです。学
長が「コロナに医科歯科は立ち向かう」と宣言した際に、いろん
なインシデントが起きても「仲間を責めるより応援しよう」をス
ローガンにしていただいたことで、職員に感染者が出ても、感
染制御部や検査部など皆が休日でも迅速に対応し、接触者を割
り出してPCR検査を行い、感染対応が短時間で完了しますので、
今に至るまでクラスターは発生させておりません。
　このように各医療機関内での努力で、コロナへの体制整備は
進んできたと思うのですが、地域全体でこのような医療資源が
有効活用されるためには、やはり司令塔がないと機能しないと
いうことも実感しています。コロナ重症病床にしても、当初都
から特定機能病院は何床と割り当て数を言われたものの、それ
に対して各病院が用意した病床数はまちまちでした。かなり難
しい問題と認識していますが、コロナ以降もありえるパンデミッ
ク時に対応するためには、各医療機関の役割分担がしっかり機
能する体制整備を、どこかが司令塔となって構築していく必要
があると思っています。東京都医師会の皆様とも連携を強化し
て、東京都の医療に貢献していく所存ですので、どうぞよろし
くお願い申し上げます。

地区医師会長からの一言
コロナと過ごした1年を振り返って
東京医科歯科大学医師会長　内田信一
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